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議会の報告 
 

平成２７年１２月９日に行った私の一般質問

の質疑の概要は、１、新教育長の阿見町教育

の認識及び具体的方針について、２、地域防

災計画の実効性確保について、３、投票率向

上について、４、協働のまちづくりの税制的

支援について、５、荒川本郷地区における都

市再生機構保有地の譲受について、の５項目

です。 
 

❏荒川本郷地区における都市再生機構

保有地の譲り受けについて 
 

海野：都市再生機構保有地約２９ヘクタール

が町に譲渡する意向が示され，年内に土地譲

渡契約を結び、来年３月には所有権移転の登

記を行い，平成２８年度以降土地を処分する

ということですが、税収の影響について伺い

ます。 

町長：平成２８年度は，都市再生機構が納め

ていた固定資産税等の約１千２百万円が減収

となる見込みです。 
 

海野：維持管理費用の負担はどうですか。 

町長：現在都市再生機構で草刈管理を行なっ

ている土地約５万７千㎡について，来年度よ

り町が行なう費用として年額約１千７百万円

と想定しています。 
 

海野：官民境の測量費用についてはどうです

か。 

町長：現状有姿での土地の引き渡しとなり，

都市再生機構の募集要項を参考として，買受

人による境界調査・確認を条件にする予定で

す。 
 

海野：今後どのように利活用する方針ですか。 

町長：荒川本郷における定住促進の為の種地

として有効活用を図り，具体的には，民間開

発業者等と連携し，地域に適した民活による

まちづくりを誘導していきます。 
 

海野：まったくの虫食い状況で，そのままで

は利活用が困難と思われるような部分も多い。

不良資産として残ると，本来入るべき税金が

入らず，草刈りや官民境などの測量経費等，

町に大きな負担になるという危惧があります。 

都市整備部長：平成３０年度までに処分でき

ない土地については地元自治体に譲り渡すと

いう国の方針が示される中で，不良の部分も

含めて民間開発を誘導するのは可能という判

断でした。 
 

海野：具体的な整備手法について伺います。 

都市整備部長：開発行為と組合方式の土地区

画整理事業で進めていきます。 
 

海野：専門家を配置するなどの人的な体制が

必要ではありませんか。 

都市整備部長：指導する数名程度の人員配置

で対応できると考えています。 

 

 

【一部は民間に売却され太陽光発電パネルが

敷き詰められている都市再生機構の計画地。

約２９ヘクタールが阿見町に譲渡されます。

利活用が重要です】 



❏協働のまちづくりの税制的支援 
 

海野：茨城県内で非営利型一般社団法人及び

非営利型一般財団法人について、「減免対」

象と税条例で規定している自治体は、茨城県

及び市町村ではつくば市となっています。茨

城県では、２６年度ベースで９１団体が、つ

くば市では２７年度の課税ベースで１８団体

が非課税扱いとなっているようです。阿見町

でも、ぜひとも前向きに来年度の税条例改正

に向けて研究を進めていただいて、協働のま

ちづくりを町と連携して行う団体が増加する

ようになってほしいと思います。 

 

町長：当町に届出のある一般社団法人等が８

団体あり，そのうちの数団体が非営利型法人

で有ると推定されます。また，当町の条例上

減免の対象としていない非営利型の一般社団

法人等を新たに減免の対象に追加するか否か、

については，今後の研究課題とさせて頂きた

いと思います。 
 

❏投票率向上について 
 

海野：今年の６月に、年齢満１８年以上の者

が選挙に参加することができるようにする公

職選挙法等の一部を改正する法律が成立し公

布されました。投票率向上について、１、明

るい選挙推進協議会いわゆる白バラ会等の設

立について、２、商工会等との連携について、

３、投票所の増設及び投票所案内板の設置に

ついて、伺います。 

町長：投票所案内板の設置については，これ

までも投票場所の変更時に有権者が分かりや

すいように，矢印等を付した案内板を設置し

てまいりました。今後も投票しやすい環境づ

くりに努めてまいりたいと考えております。 
 

海野：阿見町の投票所地図を眺めていますと、

荒川沖地区には二区保育所と本郷ふれあいセ

ンターしかありません。旧自治省(現総務省)

が１９６９年に示

した設置基準によ

ると、１、投票所ま

で３キロ以上ある

地区は解消に努め

る、２、１投票所当

たりの有権者数は

おおむね３千人まで、となっています。この

基準からすると、阿見町の投票所の現状は改

善しなければならないと思います。せめて、

本郷小学校に投票所をもう一度設けるべきで

はないかと思います。 

総務部長：有権者が３千人超えた場合の投票

所分割という通達もあることから検討をして

きましたが、投票区の区域分けや投票所に使

う施設の問題等もありなかなかむつかしいと

いうことで来ました。今後、投票区の区割り

の問題はありますが、荒川本郷地区の宅地開

発も進んでいるので、設置に向けて考えてい

きたいと思います。 

 
 

無料法律・生活相談 
 

●地域や家庭での日常生活上の問題や法律に

関わる問題などに遭遇して解決できずに悩ん

でいる方の相談に応じます。予約が必要です。 
 

予約は、０９０-１５４８-５２９４ 
 

●夫婦・親子、結婚・離

婚、相続・遺言、土地・

家屋の売買や賃借、金銭

貸借（クレジット・サラ

金）、中小企業の経営問題、

労務などについて弁護士

が相談に応じます。●交

通事故の示談交渉（弁護

士への相談をお勧めします）や医療事故、損

害賠償請求、名誉棄損など人権問題なども弁

護士が相談に応じます。今回の担当は平間邦

男弁護士です。 
 

●町でも弁護士による法律相談を行っていま

すので消費生活センターへご相談下さい。 
 

議会への要望や意見もお寄せ下さ

い。ブログもご覧ください。 


